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1) 黒皮 2) 白皮 3) 煮熱後の白皮
4) 叩解後のパルプ 5) 漂白径のパルプ 6) 成紙
の6段階である｡ 各過程の試料の調製は次の様に行った｡
1) 三種黒皮を流水中に約10涛間浸漬した後,剥皮して白皮を得た｡
2) 得 られた白皮を10%苛性 ソーダ水溶液 と約2時間沸跨するまで加熱し,放冷後流水中で充分
洗源し,これを黄熟後の白皮 とした｡












f)アル コール ･ベ ンゼ ン(1.･1)混合液抽出物
g)マンナン h)ガ ラククン
i)ベ ン ト-ザ ン及 び メチルペ ン トーザ ン
j)仝セルロ-ズ
kl仝セルローズ中の a-,β-,γ-,セルローズ含量
1) リグニン m)ウ ロン酸
n)セルロ-ズの平均重合度















































* I/クズ ノ1)〟は,〝′1)ウ ツギ〝(HydrangeaPaniculata-Varfloribunda)の内皮より抽出される粘
質碑である
一 43､-


















5) ペン トー ザンは各過程に於て,殆んど除去されていない｡各過程の試料を5%硫酸によって
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d)温水抽出物 : 乾燥試料を蒸溜水中で3時間煮沸し吸引液過後 105oCで乾燥し,減量を求
めた｡
e)1%'NaO‡‡抽出物 ･' 乾燥試料を1% NaOH水溶液と1時間煮沸し,吸引渡過後熱水,稀
贈酸,冷水の順で洗確し,105℃ で乾燥し減量を求めた｡
f)アルコール ･ベンゼン(1:1)抽出物 I 乾燥試料をソックスレ弓 由県器を使用し, アルコ
-ル ･ベンゼン(1:1)混合液で6時間抽出し,105oCで乾燥し減量を求めた｡





i)ペン トー ザン及びメチルペン トー ザン19': 脱脂試料を12%塩酸と蒸解 し,ベント-ザシ及
びメチルベ ン ト-ザンをそれぞれフルフラール及びメチルフルフラールとして溜出させ,フロログ
ルシン塩酸溶液**を加えて沈澱させ定量した｡メチルフルフラール ･フロログルシツ ドのフルフラ


















n)平均重合度の測定23'': 脱脂試料を硝酸,燐酸,無水燐酸 (64% HNO 3･26% H3PO 4･10%








ii) 85%蟻酸による加水分解 : 脱脂試料を85%蟻酸と 1時間沸騰するまで加熱して加水分解
し,炭酸 ソーダで中和後渡過し,源液に等量の95%アルコ-ルを加えて無機塩を沈澱させ渡過した
母液を減圧下に濃縮して糖液を得た｡両者で得られた糖液を,ブタノ-ル ･.酷酸 ･水 (4:1:2)及
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